
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 25 日～４月２日、５年次生２名が「ST-AR Project」に

参加しました。「ST-AR Project」は、高校生が研究者の思考や

プロセスに触れながら、進路選択の視野を広げるという目的

で、大学の研究室に所属し実験やディスカッション、文献調査

などを通して実際の研究活動を体験できるインターンシップ型

プログラムです。井上さんは東京大学先端科学技術研究センタ

ー・身体情報学分野の稲見・門内研究室にて２日間のインター

ンに、中島さんは東京科学大学の藤島研究室および永原研究室

にて全７日間のインターンに参加しました。 

稲見・門内研究室では身体能力を拡張する運動介入技術を研

究する先生のもとで、現実世界のレバー操作とコンピュータ上

の倒立振子を連動させるシステムの構築に取り組みました。倒

立振子を安定して立たせるために、レバーを自動制御するプロ

グラムを作成する中で、人間の操作と機械の制御が一体となっ

て働く仕組みに触れ、単なる補助でなく相互に能力を拡張し合

う関係性の重要性を実感しました。 

また研究室では、「自在化」という、人間の身体能力や感覚を機械によって拡張することを目標と

した研究が行われており、この取組を通して今後人間と技術がより密接に関わりながら社会が発展し

ていく可能性を感じました。 

地球生命研究所（ELSI）藤島研究所では、蛍光タンパク質（GFP）を RNA から生成する無細胞翻訳系

を用いた発現実験に取り組みました。さらに、生成したタンパク質を用いてゲル電気泳動にも挑戦

し、分子生物学への理解を深めることができました。専門的な研究内容や精密な機材に触れる中で、

大学研究機関の役割や魅力を実感しました。 

リベラルアーツ研究教育院永原研究室では、3D プリンターを活用した教材開発を行う教育工学につ

いて学びました。また、４年次 PP で取り組んだ「3D モデリングを用いた生物教材の展開」について発

表する機会もいただき、フィードバックを通して内容をさらにブラッシュアップすることができまし

た。 

以下生徒の振り返り（一部）です。 

・最先端の技術に触れることで、自分自身の将来の

学びや研究への意欲も一層高めることができまし

た。 

・今回のインターンを通して、これまでの興味・関

心とのつながりを見出しながら知見を深めることが

できたとともに、より専門的な研究の視点を得るこ

とができました。今後の研究目標がより明確になり

ました。 
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KEK理系女子キャンプに参加しました！ 
４月２・３日の２日間にわたり開催された「TYL スクール理系女子キャンプ」に、本校から４年次生

１名、５年次生１名の計２名が参加しました。本キャンプは高エネルギー加速器研究機構と日仏交流事

業である TYL ネットワークが共同で企画し、お茶の水女子大学、奈良女子大学と共催で実施される女子

高校生を対象とした参加型プログラムです。 

このプログラムでは科学実験や第一線で活躍する女性研究者による講義、KEK の大型実験施設の見学

などを通して、最先端の科学について学びました。また研究者や大学院生との交流やグループ活動を通

じて、理系分野での学びや進路について具体的に考えました。 

実習では、放射線が通った道筋を白い線として目で見えるようにする霧箱という装置で、普段は見え

ない放射線の動きや種類を観察して放射線の性質を学びました。講義では、物理分野の研究者の方やフ

ランスから来ていただいた研究者の方など、多国籍、他分野の内容について学ぶことができました。 

以下、生徒の振り返りです。 

 

私がこの理系女子キャンプで一番感じたこ

とは、理系はすごく面白い!!!ということです。 

1 泊 2 日のプログラムの中で私は、霧箱を自分

たちで制作して放射線を観察したことが特に

印象に残っています。 

 目には見えないものを自分たちで見えるよ

うにするという体験がとても楽しく、「今出た

白い線は何か」などの問いに対して、開成での

研究活動が役に立つような場面もありました。 

女性研究者さんとのパネルディスカッション

や加速器体験ツアーでは、今まで自分が触れた

ことのない物理の分野について学ぶことがで

き、新たな興味を見つけることも出来ました。 

理系は中学・高校の中で終わるにはもったいな

いと実感するような、最高の 2 日間でした。（草岡さん） 

 

 私はこのキャンプの中で国外を含む様々な研究者の方々

から研究に対する姿勢やキャリアについて直接話を聞くこ

とができ、自分の将来を考える上で大きな刺激を受けまし

た。研究内容だけでなくどのような思いで研究に向き合って

いるのかを知ることで、理系分野で学び続けることの意味に

ついて深く考えるきっかけとなりました。 

 また加速器という普段目にすることのできない装置を実

際に見学し、宇宙の未解明な物質を調べるだけでなく、生成

した素粒子が医療や産業など多様な分野で活用されている

ことを知り、基礎研究が社会と密接につながっていることを

実感しました。 

 自分にとって直接的な興味がないと感じる分野であって

も、実際に参加すると必ず自分の関心とつながる発見がある

ので、今後も視野を広く持って様々な分野に積極的に挑戦し

ていきたいです。（井上さん） 

 

 


